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情報検索委員会

CPCの最新状況とWIPO訪問団報告

6/23 関東部会
6/25 関⻄部会

～世界から期待され、世界をリードするJIPA～
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CPCの最新状況

～世界から期待され、世界をリードするJIPA～

中国、韓国の付与状況

– 2015年1月には「75分野の分類に付与」とアナウンスされているが、各
庁が付与したCPCは一部の公報のみ

USCの廃止状況

– 2015年３⽉には、「まもなくUSPCが付与された公報は発⾏されなくな
る」とアナウンスされているが、現状（2015年5月末時点）は、USCは
付与されている

PCT案件の付与状況

– 受理官庁別(5極+WIPO)の付与率は95%以上

– 日本語PCT出願案件にも付与されている
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今回の訪問までの経緯

2012, 2013年： EPO PIC に参加

(Patent Information Conference)

– PDGのWG “IMPACT” と連携開始

(Impact of patent laws on documentation)

– EPO・USPTOの特許分類責任者と意⾒交換

2014年： PDGから65th IMPACT meeting に出席要請

EPO East meets West 2014 と併せて参加

– CPCとFI/Fタームの調和実現に向けて、そのメリットをPDG及びEPO
に対して、日本特許ユーザーの代表としてプレゼンテーション

～世界から期待され、世界をリードするJIPA～

CPCとFIが乖離する問題を提起

CPCとFIの調和を推進
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2015年 訪問内容

特許分類調和に対するWIPOへの提言

– 次回IPC改正によるCPCとFIの調和を提言

– ファミリー付与観点を考慮した分類コンコーダンス機能の改善を要望

PDG IMPACT Meetingへの参加

– CPC関連研究の進捗報告

– 分類調和へ向けたWIPOへの提言紹介

– EPO分類担当者にCPCの最新状況を確認

ip-search 訪問

– スイス特許庁の調査部門であるip-searchにて、サーチスキルをヒアリング

～世界から期待され、世界をリードするJIPA～
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WIPO訪問

概要

– 日程、場所：4/20 @ WIPO本部, Geneva

– 参加者：事務局⻑補・グローバルインフラ担当

高木氏

：分類担当者

Antonios Farassopoulos 氏、 Ning Xu 氏

内容

– 次回IPC改正によるCPCとFIの調和を提案

– ファミリー付与観点を考慮した分類コンコーダンス機能の改善を要望

成果

– 調和への進捗は、各庁の意向が合わないことも多々あり遅れている。その
ためコンコーダンスの改善は前向きに取り組みたい

– 委員会の研究成果である「テーマコード⇔CPC対応表」をWIPOに提供
して、WIPOのコンコーダンス機能の改善に協⼒していく

～世界から期待され、世界をリードするJIPA～
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PDG IMPACT meeting 2015

概要

– 日程：4/16、17

– 場所： Hotel Russell, London

– 参加者：41名 PDGメンバ、各国特許庁、各ベンダ

内容

– CPCとFIを対比させた俯瞰的な分析結果を紹介。IPCをベースとすれば、その
差は半分以下のため、スーパーセットの候補として最適と考える旨を主張ファミ
リー付与観点を考慮した分類コンコーダンス機能の改善を要望

– JIPAのCPC研修の教材を Nelson das Neves氏 (EPO)に紹介

成果

– CPC分類担当者とのパスを構築。今後もコンタクトを取り最新情報を取得する

＜コメント＞

JIPAがCPCの研修をしていることが大変興味深い。日本のCPCユーザー
の声を直接聞ける機会なので、研修に参加したい。

～世界から期待され、世界をリードするJIPA～
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ip-search 訪問

概要

– 日程、場所：4/21 @ip-search, Bern

– 参加者： Yvonne Schumacher氏 (IEG)

Markus Funk氏, Jochen Spuck氏 (ip-search)

内容

– ip-searchの紹介。特にEPO審査間端末を利⽤した世界検索のデモ。

– 欧州⾔語（仏、独語）でのサーチ能⼒、読込能⼒は⾼いと思われる。

～世界から期待され、世界をリードするJIPA～
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Epoque-net（公報確認画面）

～世界から期待され、世界をリードするJIPA～

検索では
・あらゆる分類、キーワードが⼊⼒可能
・⼀度に複数国の⽂献が検索可能
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以下、プレゼンテーション抜粋



JIPAの発表内容（2014年度）
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CPCとFIの階層構造の比較

– FIが優位（分類数が多い）の技術分野



JIPAの発表内容（2014年度）
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CPCとFIの階層構造の比較

– CPCが優位（分類数が多い）の技術分野



分類数の比較 （FI vs CPC）
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主要部分の分類数は、ほぼ同じ

分類数の比較（FI vs CPC）

主要部分のどの技術領域が異なるのか？



CPCとFIのコンコーダンス表の作成

CPC→IPC(CPC サイトより)、FI→IPC(JPOサイトより)コンコーダンス表を元
に、同じIPCをキーとして、コンコーダンス表を作成した

– このコンコーダンス表を用い、FIとCPCの階層の違いを検証した
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FI IPC CPC



CPCとFIの分類数の大小比較

階層が異なる範囲は半数以下
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同じIPC配下（サブグループ以下）でのCPCとFIの分類数を比較



CPCとFIの分類数の大小比較（セクション別）

Cセクション、Dセクションは、「CPCとFIの分類数が同じ」割合が多い
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同じIPC配下（サブグループ以下）でのCPCとFIの分類数を比較
＜セクション別＞

IPCは、CPCとFIの分類を吸収するスーパーセットになりえる



テーマコードとCPCのマッピング表
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テーマコード内の文献に付与されるファミリー
情報から、付与されているCPCをランキング

テーマコード:3F500
物流システム

FI:B65G61/00,100-61/00,550
サプライチェーン・マネジメント（ＳＣＭ）に関するもの

テーマコード FI CPC

FIと付与観点が異なる場合のCPCを確認する事ができる



テーマコードとCPCのマッピング表
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PATENTSCOPEの「IPC / CPC / FI Parallel Viewer」
機能にテーマコードとCPCのマッピング表の追加を要望

テーマコード内の文献に付与されるファミリー
情報から、付与されているCPCをランキング

□Show CPC/FT

＜イメージ図＞



ご清聴有難うございました

～世界から期待され、世界をリードするJIPA～


